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　都産技研は中小企業の皆様の技術的課題を解決するために、研究開発や製品開発支援などの事業を
実施し、得られた成果を研究報告や展示会出展などで情報発信しています。このたび、研究開発等の
成果に対し、学協会から表彰されました。

＊日本鋳造工学会関東支部特別功労賞
　　先端加工グループ 佐藤　健二
＊電気設備学会九州支部優秀業績賞
　　エレクトロニクスグループ 枦　　健一
＊情報処理学会大会奨励賞
　　経営情報室 阿部　真也
＊日本トライボロジー学会技術賞
　　先端加工グループ 玉置　賢次
＊マテリアルライフ学会総説賞
　　デザイングループ 木下　稔夫
＊米国電気電子学会国際会議HSI2010論文賞
　　デザイングループ 佐々木智典
＊文化財保存修復学会奨励賞、高分子分析討論会国際会議ポスター賞
　　デザイングループ 神谷　嘉美

　今後も各方面から高い評価を受けられるよう研究開発事業、製品開発事業を行い、成果の普及を
行って参ります。

経営企画部　経営企画室＜西が丘本部＞

マテリアルライフ学会総説賞

　都産技研は、アールインバーサテック株式会社と共同でリサイクル率が１％未満のポリ塩化
ビニル（塩ビ）系壁紙の再利用技術を確立し、その事業化に成功しました。
今回確立した技術は、廃塩ビ壁紙を、ポリ塩化ビニル樹脂粉体とパルプ繊維とに分離回収でき
ることから、廃材が有価物として再生ペレットや再生紙に利用可能となりました。
　この研究成果は、平成23年２月、財団法人機械振興協会の第８回新機械振興賞「中小企業
庁長官賞」を受賞しました。
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